宮城県地域密着型サービス外部評価ガイドラインについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年７月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県保健福祉部長寿社会政策課
１　地域密着型サービス外部評価について
外部評価は，各事業所が提供するサービスについて，第三者の訪問調査・事業所との意見交換により，質の向上のための改善点を事業者自らが明確にする「気づき」の機会とすることをねらいとしています。
外部評価対象事業所は、平成１９年度からは認知症対応型共同生活介護（認知症グループホーム）及び小規模多機能型居宅介護事業所となりました。
評価項目は、基本的に国が示した自己評価６８項目と外部評価２０項目です。
　　　実施結果は，外部評価結果と自己評価結果を公表します。
２　ガイドラインについて
評価の実施にあたり，事業者・利用者・評価機関がサービスの質の向上を図るための取組に外部評価を有効に活用できるよう，本県の外部評価としての着眼点を整理したガイドラインを作成しました。
このガイドラインは，特定非営利活動法人地域生活サポートセンターが実施した「サービス評価を活かした小規模多機能型居宅介護並びにグループホームの質確保のあり方と方策に関する総合研究事業」（平成20年度厚生労働省老人保健健康増進等事業）における項目の考え方の指針，着眼点，記述例等を参考に策定しております。
３　ガイドラインの考え方　　各事業所による「認知症ケアの質確保」と「レベルアップ」
　　　本県では、「利用者及び家族が安心して利用できるよう認知症ケアの理念を踏まえたケアの実践ができること」そして「改善が必要なことについて事業所が積極的に取り組むことを促すこと」を目的にガイドラインを見直すこととしました。
４　各事業所の介護サービスの質の向上への取組の指針について
　　　本県における評価実施の際の着眼点を明確化にすることにより，サービスの質の向上に向けた事業者自らの取組の方向性を明らかにすることにしました。着眼点は，利用者がサービスを受ける際の視点のひとつにもなることが期待されます。
　　　また，自己評価結果も合わせて公表されることから，自己評価として「取り組んでいきたい項目」のチェックや「取り組んでいきたい内容」の記載内容によって，事業所としての問題意識，取組姿勢が明らかになります。
　
５　ガイドラインの活用について
評価機関は，ガイドラインを活用して評価を行います。
ガイドラインは，ホームページ等で公表し，事業者や利用者にも広くお知らせします。
４　検討経過
○平成２１年３月３０日　外部評価推進検討会で意見聴取
○平成２１年５月１日　外部評価推進検討会で意見聴取
○平成２１年６月２４日　外部評価説明会（対象：事業者，市町村等）で公表・説明
　○平成２２年７月１日　外部評価推進検討会で意見聴取
